
～学校、地域で学ぶ子ども土曜日学習講座～

平成28年度 地域ふれあいDAY

◆問い合わせ先　教育委員会事務局　生涯学習課  ☎526566　学校教育課  ☎526564

　学校週5日制は、学校・家庭・地域が協力して、社会体験や自然体験などの様々な活動機会を提供し、子ども達が
自ら学び考える力や豊かな人間性などの「生きる力」をはぐくむことをねらいとしています。しかし、地域において
休日の活動が様々に行われ、いろいろなことを積極的に経験している子どもがいる反面、家でテレビ・ゲームなど
に熱中し、有意義な休日を過ごせていない子どもがいることも事実です。
　そこで、学校・家庭・地域が相互に連携し、子ども達にとって豊かで有意義な休日となるよう、子ども土曜日学
習講座「わくわくものしりサタデー！探検塾」を昨年に引き続き開催しました。

「日野うどんを創ろう」 
桜谷小学校　指導：麺づくりグループ華粉

　古い書物に日野名産として記されていますが、謎
の多い“日野うどん”。うどんの歴史や食の大切さ
を学んだ後に、日野うどんを想像しながら、粉から
の本格的な麺打ちや、みそ味であったという日野う
どんの味付けを体験し、二種（煮込みと冷やしつけ）
のうどんをつくりました。どちらも大好評でおかわ
り続出となりました。

「スナッグゴルフPart2」 　
必佐小学校　指導：日野町ゴルフ協会

　誰でも手軽に始められるニュースポーツを体験す
ることにより、屋外活動に新たな興味をもち、身体
を動かすことの面白さを知ることができました。ま
た、顔見知りでない同世代や異世代、または家族な
どといっしょにプレーすることで、世代間や家族間
の交流が図れたとともに、ルール尊重のスポーツ精
神や集団行動のマナーなどを楽しみながら自然と学
べました。

つく

「日野商人の家のひみつと人力車体験」 
近江日野商人ふるさと館他　指導：生涯学習課職員
　初めて訪れた近江日野商人ふるさと館では、その
広さと立派さに驚きながら現在の家庭ではあまり馴
染みのない旧家の調度品や建具などを見学し、昔の
人の知恵の素晴らしさを感じました。また、人力車
体験では、乗ることはもちろん曳くことも初めてで、
乗り手と曳き手を交代しながらまちなかを散策しま
した。

　学校・園において、
私たちの住む地域の

良さ、人・物・施設など、地域の様々な資源を再発見する機会、交流
を深める場として、「地域ふれあいＤａｙ」を企画しています。 
　できる限り多くの地域の皆さまに参観していただくため、終日公開
とし、スポーツ教室やカルチャー教室への影響を考慮して、町内全小
学校区一斉に実施します。なお、授業日数を確保するため振替休業日
は設けません。地域の皆さまのご理解とご参画、多くの方々のご参観
をお願いします。
　詳しくは、新年度に入ってから各校園よりお知らせします。

「科学あそび 大気圧の実験」 
日野小学校　指導：谷　岩雄さん

　真空ポンプを用いて、空き缶や空き瓶、袋菓子・
マシュマロ・穴を開けた缶ジュースなどを入れた瓶
から空気を抜くとどうなるでしょうか。子ども達は
それぞれ結果を予想し、興味津々の面持ちで実験を
しました。授業で学んだことを応用して身近な材料
を用いた実験を通して楽しく遊びながら科学をやさ
しく学びました。

「切り絵」 西大路小学校
指導：西大路切り絵サークルカミキリムシ

　学年や性別に関わらず、誰もが興味をもち取り
組みやすい工作として切り絵を体験しました。
アートナイフは、普段使っているカッターナイフ
とは使い勝手が違い、初めは戸惑いもありました
が、すぐに要領を飲み込み、休憩時間を惜しんで
複雑な図柄に挑戦する姿も見られました。切り抜
いた作品を額に入れて仕上げると、思っていた以
上の出来ばえに誰もが満足しているようでした。

日野町内の幼稚園や小・中学校での子どもたちの
様子や特色ある取り組みの内容を紹介していきます。
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